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［2面］介護保険料改定 3年ごとの見直しを実施、児童扶養手当等・特別障害者手当等の支給額変更、江東区

立全小・中学校で学校公開 ［3面］マンションにアドバイザーを派遣 ［7面］都営住宅の入居者募集

今号の
主な内容

危険ドラッグを使

用すると、意識を消

失して救急搬送され

たり、最悪の場合、

死に至ることがあり

ます（急性症状）。

さらに、1回の使用で、薬物への抑えがたい欲

求が生じ、再使用を繰り返してしまいます（慢

性症状）。薬物依存症に陥ってしまうと、完

治は非常に困難です。また、危険ドラッグは、

使用した本人が死亡したりするだけでなく、

他人を事件や事故に巻き込む可能性もありま

す。

指定薬物が含まれる危険

ドラッグを、所持・使用・

購入等した場合、逮捕・起

訴され、厳しく罰せられま

す(3年以下の懲役300万円

以下の罰金)。

すでに規制されている麻薬や

覚せい剤の化学構造を少しだけ

変えた非常に危険な物質が含ま

れており、身体への悪影響は麻

薬や覚せい剤と変わりません。

中には、麻薬や覚せい剤よりも

危険な成分が含まれているのもあります。法の網を

くぐりぬけるため、専門店や、インターネットサイ

トなどさまざまな方法で、｢ハーブ｣・｢お香｣・｢アロ

マ｣・｢バスソルト｣などと、用途や目的を偽って売ら

れています。｢身体に影響がなく、安全｣であるかの

ように誤解されがちですが、大変危険です。

液体・乾燥植物・粉末など色や形状もさまざま

です。かっこいいパッケージやカラフルな液体

は、一見良い印象を持ってしまいますが、中身

は危険な薬物です。

▲液体タイプ ▲乾燥植物タイプ ▲粉末タイプ

警視庁・東京都・厚生労働省は合同で、危険ドラッ

グ販売店舗に対する検挙を実施しています。都内の販

売店舗数は、検挙により減少しましたが、今後は、イ

ンターネット上での販売の撲滅が求められています。

危険ドラッグをインターネッ

ト上で販売広告しているサイ

トについて、プロバイダ等に

対して削除依頼を行っていま

すので、右の連絡先へ積極的

な情報提供をお願いします。

危険ドラッグを勧められたり、身近な

人が持っていたりしませんか？お困りの

ときは、迷わず下記へご相談ください。

警視庁銃器・薬物ホットライン

☎3593-7970

東京都福祉保健局薬務課

☎5320-4515

厚生労働省あやしいヤクブツ連絡ネット

☎5542-1865

深川警察署 ☎3641-0110

城東警察署 ☎3699-0110

東京湾岸警察署 ☎3570-0110

危機管理課防犯担当 ☎3647-4399

危険ドラッグ販売サイト
の情報提供を

危険ドラッグは、自身の心と体をボロボロに

するだけではなく、家族や友人を巻き込み、あ

なたの人生を崩壊させます。｢一度だけなら｣と

いった安易な考えは大変危険です。危険ドラッ

グの使用は絶対にやめましょう。

「東京都：みんなで知ろう危険ドラッグ」より引用


